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ごはんのエネルギー
　　山梨大学教育学部附属小学校六年
　　　　　　　　　　　　遠藤　眞子
私の祖母は、遠い四国に住んでいる。
なので、山梨県に居る私たちは長期休みのときしか会いにいくことはできない。
　そんな祖母が今年、私たちが会いにいった直後に難病になった。日本で数千人しかかかった人がいないらしい。なので、確実な治りょう方はまだ見つかっていない。祖母の患部は首で、毎日薬を服用しているが、いつも
「痛い、痛い」
と言っている。
　ねている時も、歩いている時も「痛い」と言っている祖母だが、私はあることに気がついた。食事をしている時は、「痛い」とあまり言わない。家族と普通に会話している。私は不思議でたまらなかった。しかし、毎日母がつくる料理はとてもおいしいといつも言っていたから、その間は痛いのを忘れられるのではないだろうか。私はそう思い始めた。
　そこで、私は去年なくなった祖父のことを思い出した。祖父が元気だったころ、私たちが会いにいくと、ごはんをもりもりと食べておかわりまでしていた。
　やっぱり、元気の源は、毎日のごはんではないのかと思った。
　ごはんはおいしく食べる人を幸せな気持ちにしてくれる。そうすると、つくってよかったなと、作った人もそう思うようになる。そういう幸福感は、人間にとってとても大切だと私は思う。
　それに、祖母といっしょに住んでいるおばが庭で作っている野菜を、祖母はいつも食べている。「おいしいね」と言いながら。
　そして、今年は、祖母が私たちが帰るときに、
「一人になってしまう。」と言っていた。おばは学校の教師をしていて、朝はやくでかけてしまい、いつも夜おそくまで帰ってこない。なので、祖母は、一日の中で、誰かと楽しく会話することがないし、誰かとごはんを食べることもない。
　おいしい食事、楽しい会話で初めて幸せになれると考えていた私たちは、山梨から細かめに電話をすることにした。
　やはり、ごはんのエネルギーはすごかった。人の痛い思いまで安らげてしまう。
なので私は今度から、祖母へ会いにいったときには楽しく会話し、みんなで笑顔になろうと考えている。一日でも多く、元気でいられるように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

